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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策や金融政策を背景に企業収益や雇用

情勢が改善傾向にあり、景気は緩やかな回復基調で進みました。 

 ホテル業界におきましては、新規ホテルの開業など販売競争が激化しているものの、政府による

各種施策や円安を背景に訪日外国人客数が増加し、宿泊を中心に良好な経営環境が続きました。 

 このような経営環境のもと、当社グループといたしましては、帝国ホテル本社のタワー30・31 階

客室を改修し、「プレミアムタワーフロア」としてより高品質なサービスの提供を開始いたしました。

さらに、本年秋に迎える開業 125 周年及び来年３月に迎える帝国ホテル大阪の開業 20 周年を記念

した各種商品を販売して積極的なプロモーション活動を行い、売上の拡大に努めました。                                                                                                                                                                                                                                    

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同期比 4.4％増の 13,825 百万円とな

り、営業利益は前年同期比 31.8％増の 1,470 百万円、経常利益は前年同期比 30.1％増の 1,537 百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 34.1％増の 1,017 百万円となりました。 

 セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は前年同期比 4.5％増の 12,908 百万円、

営業利益は前年同期比 29.1％増の 1,432 百万円となり、不動産賃貸事業の売上高は前年同期比 3.8％

増の 922 百万円、営業利益は前年同期比 7.2％増の 497 百万円となりました。 

 なお、当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、

売上高が多く計上される傾向があります。  

 

 

（２）財政状態に関する説明 

総資産は、前連結会計年度末に比べて 3.2%減少し 67,987 百万円となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて 5.0％減少し 34,961 百万円となりました。これは有価証

券などが増加し、一方で、現金及び預金や繰延税金資産などが減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて 1.1％減少し 33,025 百万円となりました。これは減価償却

により有形固定資産が減少したことなどによるものであります。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 31.0％減少し 6,381 百万円となりました。これは未払法

人税等や賞与引当金の減少などによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末比微増の

12,509 百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて 1.3%増加し 49,096 百万円となりました。これは親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上などによるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年５月 12 日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきまし

ては、現時点において変更はありません。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまい

ります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に

関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計

基準」（企業会計基準第７号 平成 25年９月 13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、

四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替え

を行っております。  
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,381 21,307

売掛金 3,426 3,619

有価証券 6,735 8,766

貯蔵品 452 490

繰延税金資産 630 221

その他 1,201 565

貸倒引当金 △17 △8

流動資産合計 36,810 34,961

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,397 14,011

その他（純額） 4,621 4,645

有形固定資産合計 19,019 18,656

無形固定資産 1,263 1,282

投資その他の資産 13,121 13,086

固定資産合計 33,404 33,025

資産合計 70,214 67,987

負債の部

流動負債

買掛金 1,246 1,067

未払法人税等 781 106

未払費用 1,978 1,705

前受金 1,001 1,167

賞与引当金 1,018 369

役員賞与引当金 47 14

その他 3,172 1,951

流動負債合計 9,245 6,381

固定負債

退職給付に係る負債 7,335 7,350

資産除去債務 957 962

長期預り金 4,061 4,070

その他 126 126

固定負債合計 12,481 12,509

負債合計 21,727 18,890
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 45,769 46,371

自己株式 △89 △89

株主資本合計 48,543 49,145

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 775 800

退職給付に係る調整累計額 △831 △849

その他の包括利益累計額合計 △56 △48

純資産合計 48,487 49,096

負債純資産合計 70,214 67,987
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 13,241 13,825

材料費 2,826 2,977

販売費及び一般管理費 9,298 9,378

営業利益 1,115 1,470

営業外収益

受取利息 13 14

受取配当金 10 11

持分法による投資利益 11 7

その他 30 34

営業外収益合計 66 67

経常利益 1,181 1,537

税金等調整前四半期純利益 1,181 1,537

法人税、住民税及び事業税 4 91

法人税等調整額 417 428

法人税等合計 422 519

四半期純利益 759 1,017

親会社株主に帰属する四半期純利益 759 1,017
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 759 1,017

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 49 24

退職給付に係る調整額 △7 △17

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 42 7

四半期包括利益 801 1,025

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 801 1,025
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（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 26年 4月 1日 至 平成 26年 6月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高 
     

外部顧客への売上高 12,357 883 13,241 －  13,241 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 5 5 △5  －   

      計 12,357 888 13,246   △5 13,241 

セグメント利益 1,110 463 1,573 △458 1,115 

(注) 1 セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、 

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27年 4月 1日 至 平成 27年 6月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高 
     

外部顧客への売上高 12,908 917 13,825 －  13,825 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 5 5 △5  －   

      計 12,908 922 13,830   △5 13,825 

セグメント利益 1,432 497 1,930 △459 1,470 

(注) 1 セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、 

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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